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6月23日から29日は
「男女共同参画週間」

人権の窓
283

児童手当を支給

４・５月分を、６月 10 日㈫に受
給者の口座に振り込みます。通帳
記入のうえ、ご確認ください。
問子育て支援課 423－ 9624

支援学校・支援学級・通級指導
教室の進路説明会

各教員が支援内容をわかりやすく
説明します。申し込み不要です。
対令和８年度に小学校へ就学予定
で、心身の発達などで不安や心配
がある子の保護者　日・時６月 13
日㈮午前9時半～ 11時　場opsol
福祉総合センター（野田町1丁目）　
問こども家庭すこやかセンター
（保健センター内） 423 － 8812　
 423 － 3220、人権教育課

423－ 9685　 423－ 2496

第 28回 大阪府介護支援専門員
実務研修受講試験

詳しくはファイン財団ホームペー
ジをご確認ください。
対医師、看護師、介護福祉士等の
国家資格等に基づく業務及び相談援
助業務のうち、施設等において必置
とされている相談援助業務に従事し
た期間が５年以上かつ900日以上
の実務経験を有する人　試験10 月
12 日㈰午前 10 時　費13,400 円
（受験手数料。別途払込手数料
170 円）　申・問６月 23 日㈪（当
日消印有効）までに府保健所、市介

護保険課に備え付けの申込書を簡
易書留による郵送で（一財）大阪府
地域福祉推進財団（ファ
イン財団）ケアマネ係へ
 06－ 6763－ 8044

サマージャンボ宝くじ

収益金は住みよいまちづくりに使わ
れます。宝くじは府内で買いましょう。
発売期間７月 11 日㈮～８月 11
日㈷　問 興振村町市府阪大）財公（ 
協会 06－ 6941－ 7441

子育て

年齢区分 手当月額 第3子以降
0～3歳未満 15,000 円

30,000 円3歳～
高校生年代 10,000 円

大学生年代 児童数に含める
※高校生年代とは、18歳に達する日
以後最初の 3月 31 日までの人を
いいます。
※大学生年代とは、22歳に達する日
以後最初の 3月 31 日までの人を
いいます。
※令和 6年度 10 月分より所得制限
は撤廃となりました。

その他の
お知らせ

男女共同参画社会とは
　「男女共同参画社会」とは、「男女が、社
会の対等な構成員として、自らの意思によ
って社会のあらゆる分野における活動に参
画する機会が確保され、もって男女が均等
に政治的、経済的、社会的及び文化的利益
を享受することができ、かつ、共に責任を
担うべき社会」とされています（男女共同
参画社会基本法第2条）。
　「男性だから」「女性だから」といった、
性別による固定的な役割分担意識を解消す
ることで一人ひとりの選択肢の幅が広が
り、持てる能力を十分に発揮することがで
きます。それは、自分の意思で社会に参画
し、互いを尊重し、支え合える、誰もが暮
らしやすいまちづくりにつながります。
市民意識の変化
　本市では、令和６年度に「男女共同参画

男女共同参画週間とは
　「男女共同参画社会基本法」の公布・施
行日である平成11年 6月 23日を踏まえ、
毎年 6月 23 日から 29 日までの 1週間を
「男女共同参画週間」として、様々な取り
組みを通じ、男女共同参画社会基本法の目
的や基本理念について理解を深めることを
めざしています。
　本市では、平成 23年 4月１日に「岸和
田市男女共同参画推進条例」が施行され、
現在は「第４期きしわだ男女共同参画推進
プラン」のもと、男女共同参画社会実現の
ために、様々な取り組みを進めています。

に関する市民意識調査」を実施しました。
「男は仕事をし、女は家事・育児をすべき
である」といった性別役割分担意識に対す
る考え方についてみてみると、「反対」「ど
ちらかといえば反対」と答えた人の割合の
合計は 65.4％でした。前回の令和元年度
調査結果の 54.7％と比べ、10.7 ポイント
高くなっており、市民意識の変化が感じら
れる結果となりました。
　少子高齢化が進む現代社会では、家族の
あり方や個人の価値観の多様化など、社会
情勢が大きく変化しています。このような
変化に対応するためにも、家庭・学校・職場・
地域で、一人ひとりが、性別にかかわらず
個性と能力を発揮できる男女共同参画社会
の実現に向けて取り組むことが必要です。
問人権・男女共同参画課男女共同参画担当
　 429－ 9858　 441－ 2536

最優秀作品…誰でも、どこでも、自分らしく
優秀作品…人が育つ、絆が広がる、未来が変わる
優秀作品…育成しよう　貴重な人材　醸成しよう　共同参画

　内閣府が「『人材の育成・ネットワークの形成』を軸とした
取組を進めるためのキャッチフレーズ」を募集し、審査の結果、
次の３作品が選ばれました。

男女共同参画週間のキャッチフレーズが決定


